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6 区：堀跡の断面（南から）

調査要項 

遺 跡 名 山形城三の丸跡 ( やまがたじょうさんのまるあと )

所 在 地 山形県山形市春日町

遺 跡 番 号 中世城館遺跡番号 ２０１－００２

調査委託者 山形県村山総合支庁（建設部都市計画課）

調 査 原 因 都市内街路ネットワーク整備事業

　　　　　    ３･４･２５号東原村木沢線（春日町）

現 地 調 査 平 成20 年 6 月 23 日 ～11 月 6 日

調 査 面 積 1,100 平方メートル

遺 跡 種 別 城館跡

時 代 中世・近世

遺 構 堀・溝・土坑

遺 物  中近世陶磁器・瓦・木製品・石製品・

　　　　　    金属製品・土師器・須恵器

調査担当者　調 査  課 長　　長橋 　至

　　　　　    課 長  補 佐　　伊藤 邦弘

　　　　　    調査研究員　　庄司 隆志（調査主任）

　　　　　    調　査　員　　吉田 　満

調 査 指 導 山形県教育庁文化遺産課

調 査 協 力  山形県教育庁村山教育事務所

　　　　　　山形市教育委員会

1　調査の概要
　山形城三の丸跡は、山

やまがたじょうあと

形城跡（二の丸、国
指定史跡）を取り囲む、東西約 1,600m、南
北約 1,800m の広大な遺跡です。
　今回の調査区は、平成 1 4～ 1 6年度に県
道整備に先立って行われた城

じょう

南
なん

町
まち

の調査区
の、西側の延長部分にあたる春

か す が

日町
ちょう

にありま
す。地域の皆様の生活に支障のないようにす
るため、調査区を９か所に分割しながら、発
掘調査を実施しています。
　9 月までに県道の南側の１～６区の調査を
行い、残りの期間で県道の北側の７～９区の
調査を行います。

２　立地と環境
　調査した場所は、山形市の中心部にある霞

か

城
じょう

公園（山形城跡）から見て南西部にあたり、
三の丸の 11 の出入口の一つである飯

いい

塚
づか

口
ぐち

の
近くに位置します。JR山形駅からは、北西
へ 900mのところです。
　山形城は、14 世紀後半に斯

し

波
ば

兼
かね

頼
より

が築
いたと言われ、文

ぶん

禄
ろく

・慶
けいちょう

長年間（1592 ～
1615）に、最

もがみ

上義
よしあき

光によって改築され、本丸・
二の丸・三の丸と三重の堀を構えた城

じょう

郭
かく

・城
下町が建設されました。義光の時代は、飯塚
口の近くには、義光の四男である山

やま

野
の

辺
べ

右
う

衛
え

門
もん

大
たい

輔
ふ

（義
よし

忠
ただ

）が配置されました。その後、

この辺
あた

りは屋敷地から田畑に変わり、明治以
降も、昭和 30年代ころまでは、田畑や果樹
園として利用されていました。

３　見つかった遺構と遺物
１～４区　この調査区では、山形城を築いた
時に整地された面の上に、黒い粘土の層が厚
く堆
たい

積
せき

していました。これは、江戸時代後期
ころに、耕作のために土地が利用されていた
ことを示しているものと考えられます。
　また、整地層の下の層で、南東から北西方
向への溝跡が見つかりました。山形城は、馬
見ヶ崎川の扇

せんじょうち

状地の扇央部から扇端部に位置
していることから、溝は河川による土砂の堆

たい

積
せき

作用によって形成されたと考えられます。
５区　調査区の一部で、河川か湿地と考えら
れる場所に隣接して、石が集中している区域
が見つかりました。意図的・人工的に人の手
を加え、石を敷いて平らに整地した跡と考え
られます。
６区　この調査区では、三の丸の堀跡を確認
することができました。土の層の断面を見る
と、堀の東側の立ち上がり部分が、はっきり
とわかります。堀自体の深さは約 1.2m、幅
は約 8m（現在確認できた幅）です。
　堀に堆積した土は、大きく分けて３つの層
に分けられ、特に、上から１層目・２層目の
間から多くの石が見つかりました。そこから

堀から出土した 陶磁器 堀から出土した 瓦

は、近世の陶磁器や木製品などの、多量の遺
物も出土しました。このことは、堀が掘られ
た後、堀の底に土や石が積み重なり、そこに
当時使われていたものが廃

はい

棄
き

されて、沈んだ
と考えられます。上の層から見つかった遺物
は、明治時代以降のものが多く、堀を埋めた
時の土に混じっていたものと考えられます。
その下の層からの出土品は、多くが江戸時代
後半のものと見られます。
　　

４　まとめ　
　三の丸の堀は、明治時代以降には埋め立て
られ、現在は、ほとんどその痕

こん

跡
せき

を残してい
ません。
　今回の調査による出土品や、埋め土の状況、
各調査区の遺

い

構
こう

のあり方などから、堀が埋め
られた経緯の解明や、堀に近接する三の丸の
様子の解明につながるものと考えられます。
　発掘した地点は堀の一部ですが、三の丸の
西側の堀跡としては、今回が初めての発掘調
査となります。
　今後の考察によって、三の丸の堀が、どの
ように造られ、そして埋められたのか、その
時々の時代の経緯や、これまで発掘されたも
のに加え、今回の調査成果を新たな資料とす
ることで、明らかになることが期待されます。

　：平成 14 ～ 16 年度の調査区
　：平成 20 年度の調査区

　：山形城本丸・二の丸跡の範囲
　：山形城三の丸跡の範囲

調査区

本丸 ･ 二の丸跡



山形城三の丸跡（春日町）　遺構配置図
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６区：堀の中の２層目からの石検出状況（南西から）
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鉢
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物
もの

三の丸の堀

５区：石が集中している区域（南から）６区：堀の調査状況（南東から）

堀からの遺物の出土状況

３区：遺構写真撮影風景（西から）） ３区：遺構検出作業（南西から））


